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あなたと市政をむすぶ議会情報誌

さんようおのだ 第15号

議会だより議会だより

議員顔負けの真剣さでした！
子ども市議会（２月４日）
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　12 月定例会は、12 月 2 日から 19 日までの 18 日間開催されました。今定例会では、一
般会計・特別会計の 20 年度補正予算等を可決しました。また、指定管理者に関する議案
が 6 つ提出され、いずれも可決しました。

　伊藤武議員の一般質問（14 ページ・上段）の職員年間給与の質問に対し、総務部長の回答の中で正規職員
の平均は 800 万円とあるのは人件費総額であり、給与額は 650 万円ですので、訂正してお詫びします。

件　　　　名 可決○　否決　

補
正
予
算

平成 20 年度一般会計補正予算 ( 第４回） ○

平成 20 年度訪問看護ステーション事業特別会計補正予算 ( 第１回） ○

平成 20 年度駐車場事業特別会計補正予算（第１回） ○

平成 20 年度国民健康保険特別会計補正予算（第３回） ○

平成 20 年度介護保険特別会計補正予算（第２回） ○

平成 20 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） ○

平成 20 年度地方卸売市場事業特別会計補正予算 ( 第１回） ○

平成 20 年度下水道事業特別会計補正予算（第２回） ○

平成 20 年度小型自動車競走事業特別会計補正予算（第２回） ○

条
例

都市計画税条例の一部を改正する条例の制定 ○

国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 ○

市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定 ○

水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定 ○

一般廃棄物処理施設等整備基金条例の制定 ○

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○

地方卸売市場条例の一部を改正する条例の制定 ○

そ
の
他

宿泊研修施設きらら交流館の指定管理者の指定 ○

体育施設の指定管理者の指定 ○

小野田北部地区都市公園施設の指定管理者の指定 ○

小野田南部地区都市公園他施設の指定管理者の指定 ○

山陽地区都市公園他施設の指定管理者の指定 ○

斎場の指定管理者の指定 ○

土地開発公社定款の変更 ○

意見書 現行保育制度の堅持・拡充と保育・子育て支援予算の大幅増を求める意見書の提出 ○

議 会 概 要

議 案 採 決 の 結 果

×

きらら交流館や体育施設・斎場(小野田・山陽）などの指定管理者決まる！

消防出初式

さんようおのだ議会だより第14号について一部訂正します
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条　　例
課税の不均一解消へ

■都市計画税条例の一部を改正する条例の制定■
税務課長 　現在、旧小野田市区域は、農業振

興地域の農用地を除く全域の土地・家屋が都
市計画税の課税対象となっているが、これを
旧山陽町区域と同じ課税対象に統一するた
め、山林・原野は除き、用途地域内の土地及
び家屋に対して、課税することとする。これ
により、合併以来不均一課税となっていた部
分の解消ができる。
委 員　課税から外される対象者数はどのくら

いか。
税務課長 　把握していないが、北部地域では

3,561 棟くらいになると見ている。
　　　　　　　　　　　　　　　（全員賛成）

そ　の　他
きららと体育施設が指定管理に

■宿泊研修施設きらら交流館の指定管理者の指定■
きらら交流館長 　宿泊研修施設きらら交流館

の指定管理者について、指定管理者選考委員
会において候補者を選考した結果、指定管理
者を富士商株式会社に指定する。なお、指定
の期間は、平成 21 年 4 月１日から平成 23 年
3 月 31 日までとする。
委 員　指定管理料はいくらか。
きらら交流館長 　平成 21・22 年度ともに 1,744

万 8,000 円で、合計 3,489 万 6,000 円である。
委 員　現在かかっている費用はいくらか。
秘書行革課主査 　人件費も含めて一般財源支

出は、年間 3,953 万 9,000 円である。それが、
単年度あたり、1,744 万 8,000 円になるので、
年間のメリットが、2,209 万 1,000 円となる。
委 員　現在、シルバー人材センターから派遣

という形で働いている方が 10 人ぐらいいた
と思うが、その雇用についてはどのような方
針か。
秘書行革課主査 　「現在働いている全員に継続

して働く意思があるかどうかを確認し、条件
が見合えば、そのまま継続して雇用すること
を考えている」という候補者からの回答であ
る。
委 員　審査項目の中で、優秀な点が見られ

たということだが、具体的にはどんな提案が
あったのか。
秘書行革課主査 　「研修内容の充実ということ

で、講座、カリキュラムを企画し、運営する
人を常駐させ、独自の講座を組み、講座生を
募集する」という提案があった。
委 員　2 年間の指定管理期間になっている

が、2 年後、検証はどのようなポイントで行
うのか。
市長公室長 　毎月、あるいは、半期ごと、四

半期ごとという形で、また、毎年 3 月末の事
業終了後にはきちんとした実績報告書を出し
てもらう。それに基づいて、現場に出向いて
ヒアリングをし、指定管理者と会って実績報
告書に基づいた事実確認をするということも
やっていく。そして、行革推進プロジェクト
の中で、最終的な審査を受けて評価していく。

（全員賛成）　
■体育施設の指定管理者の指定■
体育振興課長 　体育施設の指定管理者につい

て、株式会社晃栄が指定管理者候補として
決定した。期間は平成 21 年 4 月 1 日から 5
年間で、指定管理料の予定額は年額 4,570 万
8,000 円である。
委 員　平成 19 年度の実績はどうか。
体育振興課長 　 総 額 で 6,589 万 7,000 円 で あ

る。これに対し、指定管理者制度を導入した
場合、全体の経費の見積もりとしては、5,152
万 1,000 円となる。経費の削減額は 1,437 万
6,000 円で、7.8％の経費削減となる。
委 員　指定管理者が株式会社晃栄ということ

だが、選定された主な理由はなにか。
市長公室長 　6 人の選考委員評点を参考に合

議で決まった。選考委員の感想では、5 年後
の姿を目標に据えたしっかりした計画である
という評価があった。

（全員賛成）　

委 員 会 リ ポ ー ト

総務文教

指定管理者制度に移行される市民体育館
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一般会計
児童措置費増額

■20年度補正予算 (第４回）■
委 員　2,774 万円の保育所運営費の増額の理

由はなにか。
児童福祉課長 　石井手保育園が 84 人から 120

人に、さくら保育園が 60 人から 90 人にそれ
ぞれ定員が増えたためである。
委 員　病児・病後児保育事業委託料の 1,736

万円の増額はなにか。
児童福祉課長 　乳幼児健康支援一時預かり事

業からの名称変更及び交付金事業から補助事
業への変更及び補助基準単価の改正があった
ためである。事業は「小野田病児ケアハウス」
と「キッズあさひ」で実施しており、１カ所
当たり 848 万円の単価である。

委 員　障害児保育費補助金 249 万 8,000 円の
増額はなにか。
児童福祉課長 　私立保育園に出している補助

金である。対象者が 7 名増え、全体で 16 名
の障害児保育になったためである。
委 員　一時保育サービス事業費補助金 200 万

円の増額はなにか。
児童福祉課長 　当初見込みは 2,590 人だった

が、今後の見込みは実績を考慮すると全体で
3,701 人となり、1,111 人増えるためである。
現在、7 私立保育園と 3 公立保育園で実施し
ている。
委 員　延長保育はこれからも増えるが、公立

保育園では補助金があるのか。
児童福祉課長 　公立保育園では延長保育には

補助金が出ない。市での独自実施となる。
委 員　保育所費で 342 万円の臨時雇賃金があ

るがどこの園か。
児童福祉課長 　途中で園児が増えたので日の

出 1 人、出合 2 人臨時の保育士を増やした。
また、厚陽では非常勤臨時を常勤臨時にした
ためである。

セーフティーネット支援対策等事業で
生活保護システムバージョンアップ

委 員　100％国庫補助事業ならば、電子機器
を適正管理できる環境に置くことが望まし
いと思うがどうか。
市民福祉部次長 　当初、サーバーの入替えだ

けで 288 万 8,000 円の予算だったが、県との
協議で、情報管理課への設置が望ましく、移
設費用も含めて今回 1,170 万 7,000 円増額し
た。

（全員賛成）　

特別会計
準備基金残高 3億 9,000 万円

■介護保険特別会計補正予算 (第 2回 )■
委 員　基金積立金 1 億 1,972 万円について、

介護保険料とのバランス、また、積立の目標
額の構想はどうか。
高齢障害課長 　計画した保険料以上に保険料

がかかった場合、準備基金で運用する。計画
期間中に 1 割計画が狂うと保険料が約 2 億円
必要になる。それ以上になった場合は、次の
保険料に反映していく。
委 員　償還金が 1 億 205 万 7,000 円あるが、

対象者が少ないのか。
高齢障害課主査 　給付費が予算計画より少な

かったことによるもので、理由は①増加傾向
にあった高齢化率や認定化率が横ばい状態
で、新予防給付の要支援 1,2 の軽度認定者を
多く見ていた。②訪問介護、通所介護等の報
酬が利用回数単価から月単位定額制になっ
た。③認知症対応施設や共同生活介護・小規
模多機能型居宅介護の施設整備が遅れた。④
医療制度改正により、介護療養病床を廃止し
たため利用者が減少したためである。

（全員賛成）　

委 員 会 リ ポ ー ト

民生福祉
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一般会計
小規模土木事業助成金増額

■20年度補正予算 (第 4回 )■
委 員　小規模土木事業は、今回の増額でどの

くらいの地元要望に応えられるのか。
建設部次長 　2 ～ 3 件くらいだと思う。受付

順に消化しているが、それでも平成 20 年 11
月末現在で 46 件残っている。なかなか消化
できないのが現状である。

（全員賛成）　

特別会計
■下水道事業特別会計補正予算 (第 2回 )■
委 員　小野田地区の白地から都市計画税を取

らないことになると、認可区域から外れるこ
とになるので、不公平感が出てこないか。
建設部長 　今回の税の見直しは、合併協議会

で旧山陽町方式に合わせることで決まってい
る。
委 員　平成 23 年度には市全体の用途の見直

しがあると言われているが、山陽地区の白地
の所はどうなるのか。
建設部長 　山陽地区は、白地の中に下水道認

可区域で既に供用開始している所があるが、
そこについては当然見直しの対象になると思
われる。

（全員賛成）　

水道料金を統一
■水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定■
水道局総務課長 　利用者の 90％を占める口径

13mm の水道料金を例にとると、標準家庭（2
カ月で 40 トン使用）で山陽地区が 5,200 円
だったところが統一料金で 5,280 円と、2 カ
月で 80 円、１カ月に直すと 40 円上がるが、
２カ月で 15 トン以下および 42 トン以上の場
合は下がる。
委 員　減収になる約 1,800 万円は、経営努力

でということだが、今後事業を進めていく中
で料金改定という問題も出てくるのではない
か。

水道局総務課長 　水道料金の統一は、合併後
3 年を目途にということで合併協定を締結し
ていた。当面はこの減収分についても、減収
になるからといって即、料金値上げという方
法は取りたくない。次に料金値上げをお願い
する時には、市民に対して総合計画の中身を
十分に説明する中で、検討していきたいと考
えている。
委 員　口径が 25mm 管の家庭については、

100％以上の値上げとなり大変な負担となる
が、口径を小さく替えるよう指導をするのか。
水道局副局長 　25mm を 13mm という訳には

いかないが、20mm に落とされることはある
と思う。

（全員賛成）　

非常事態に備えて
■市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定■
建築住宅課長 　今回の改正は、入居者の安否

確認という非常事態の場合、入居者の同意を
得ず入室できることと、ペット飼育等による
悪臭や衛生面の問題等により他の入居者に迷
惑をかけることについて、立入検査や指導が
できるようにするものである。
委 員　人権侵害への配慮はされているのか。
建築住宅課長 　当然時間をかけて、自治会長、

民生児童委員等いろいろな方にも話を聞き、
一部の方だけではなくて、客観的な評価がで
きる形で現在進めている。あくまでも、同意
を得て中に入るということが今後も大原則で
あり、入室する時も市長決裁をとっている。

（全員賛成） 　

条　　例

委 員 会 リ ポ ー ト

建　　設

小野田地区と山陽地区をつなぐ
水道連絡管工事
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一般会計
浄化槽設置補助金増額

■20年度補正予算 (第 4回 )■
委 員　危険物保安技術協会に委託した検査箇

所は何カ所あるのか。
消防本部総務課長　設計審査は 11 基の予定が

2 基の増加、保安検査は 3 基の予定が 2 基の
増加、溶接部検査は 4 基の予定が１基の減少
となっている。
委 員　増えた理由はなにか。
消防本部総務課長　法令で定められている期

間内の調整により変更となった。
委 員　浄化槽設置推進事業補助金はどうなっ

ているか。
環境課主幹 　当初予算で 77 基であったが、増

加して 97基になった。
委 員　工場設置奨励金が減った理由はなに

か。
商工労働課長 　企業が移転をし、生産施設面

積が予算上より小さくなったため奨励金の額
も減額になった。

（全員賛成）　

■地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１回）■
委 員　地方卸売市場管理費が増額した理由は

なにか。
農林水産課主査 　卸売場内の雨漏りの修繕を

するものである。
（全員賛成）　

■小型自動車競走事業特別会計補正予算 (第 2回 ) ■
委 員　給料が減った根拠はどういうものか。
公営競技事務所主幹 　当初予算では、職員 4

名の配置だが、4 月に 3 名に変更になった。
委 員　4 名から 3 名になったのはなぜか。
公営競技事務所長　経営健全化計画に従った

ものである。
委 員　4 名から 3 名にされたということだが、

適正人員という判断をしていいのか。
公営競技事務所長 　非常に難しい問題だが、

適正人員と判断してもらっていい。
（全員賛成）　

条　　例
資源ゴミの収益金を積立

■一般廃棄物処理施設等整備基金条例の制定■
委 員　資源ゴミの収益金について、基金を設

置し積立てるとのことだが、今年度のリサイ
クル収益金の予想額はいくらか。
環境課主幹 　今年度の予想額は、約 8,000 万

円から 9,000 万円くらいになると考える。
委 員　焼却場の新設に基金を充てることがで

きるか。
環境課主幹 　新設の場合ほとんど市債となり、

それについて充てるということはあり得な
い。市債を除いた一般財源について充当され
ると考える。
委 員　基金の内容についての周知はどうする

のか。
環境課主幹 　広報紙等を通じて市民に報告す

る。
（全員賛成）　

■斎場の指定管理者の指定■
委 員　前回の時に応募された業者と今回決定

している業者は、同じか。
環境課主幹 　前回の募集の時の業者と今回の

業者とは違う。
委 員　審査委員の構成は、どうなっているか。
環境課主幹 　今回も前回も市の職員 3 名、一

般公募が 3 名の合計 6 名である。
（全員賛成）　

特別会計

環境経済

地方卸売市場
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議
員　

山
陽
地
区
は
内
科
系

の
入
院
施
設
が
皆
無
で
あ
り
、

山
陽
市
民
病
院
を
市
内
の
医
療

法
人
に
移
譲
す
る
覚
書
を
交
わ

し
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
及
び

建
設
着
手
の
見
込
み
は
ど
う

か
。病

院
事
業
管
理
者　

19
床
の

有
床
診
療
所
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
60
床
、
介
護
老
人
保
健

施
設
20
床
の
計
画
が
あ
る
。
移

譲
に
向
け
８
合
目
ま
で
来
て
い

た
が
、
問
題
点
と
し
て
は
病
院

が
休
止
中
の
移
譲
と
い
う
こ

と
、療
養
病
床
の
再
編
が
あ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
社
会

福
祉
法
人
の
設
立
が
必
要
で
あ

り
、
平
成
21
年
６
月
頃
に
は
法

人
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
助
成
金
の
対
象
に
な
ら
な

い
事
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
現

時
点
で
は
６
合
目
で
あ
る
が
、

大
幅
に
延
び
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

議
員　

土
地
、
建
物
の
売
却

及
び
解
体
費
用
の
試
算
は
ど
う

か
。病

院
事
業
管
理
者　

土
地
建

物
を
含
め
て
移
譲
し
た
い
。
土

地
の
価
格
決
定
は
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
評
価
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
解
体
は
全
面
解
体

の
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
が
あ
り
２
億
数

千
万
円
か
か
り
、
解
体
は
先
方

に
お
願
い
し
た
い
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
計
画

議
員　

耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う

か
。環

境
経
済
部
次
長　

国
が
全

国
で
取
り
組
む
耕
作
放
棄
地
の

調
査
を
平
成
20
年
９
月
か
ら
11

月
ま
で
の
間
に
実
態
調
査
を

行
っ
た
。
平
成
21
年
１
月
末
に

解
消
計
画
を
策
定
し
、
２
月
か

ら
取
り
組
み
た
い
。

新
幹
線
厚
狭
駅
正
面
入
口
の

　
　
　

進
入
禁
止
の
解
除

議
員　

新
幹
線
厚
狭
駅
南
側

の
正
面
入
口
の
進
入
禁
止
を
解

除
し
、
一
般
車
両
の
乗
り
入
れ

は
で
き
な
い
か
。

市
長
　

今
後
の
課
題
と
し
て

研
究
す
る
の
で
な
く
、
の
ん
び

り
し
た
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
。
真
剣
に
当
面
の
課
題
と
い

う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

新
年
度
の
市
税
の
減
収

議
員　

米
国
発
の
金
融
危
機

に
よ
る
景
気
の
低
迷
に
よ
り
市

の
税
収
不
足
を
ど
の
く
ら
い
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
次
長　
小
野
田

地
域
の
白
地
に
賦
課
し
て
い
た

都
市
計
画
税
の
撤
廃
で
４
千
数

百
万
円
の
減
収
、
固
定
資
産
税

の
評
価
替
え
で
１
千
万
円
の
減

収
や
法
人
市
民
税
、
個
人
所
得

割
な
ど
で
約
２
億
円
程
度
の
減

収
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
地

方
譲
与
税
や
交
付
金
な
ど
本
年

度
と
比
べ
か
な
り
落
ち
込
む
も

の
と
懸
念
し
て
い
る
。

議
員　

職
員
の
人
事
異
動
の

基
本
的
ス
タ
ン
ス
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

総
務
部
長　

職
員
の
能
力
適

性
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
、
基
本
的
に
は
40
歳
ご
ろ

ま
で
は
３
年
か
ら
４
年
程
度
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い

る
。

議
員　

機
構
関
係
で
は
企
業

誘
致
等
は
兼
務
で
こ
な
せ
る
業

務
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
専

属
の
課
を
設
け
て
力
を
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　

県
の
企
業

立
地
推
進
室
に
職
員
を
１
名
派

遣
し
て
い
る
。
課
長
以
下
７
名

で
県
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

市
長　

各
部
署
が
お
互
い
に

横
の
連
携
を
密
に
し
て
、
全
市

的
に
、
全
庁
的
に
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
。

山
陽
市
民
病
院
休
院
と
そ
の
経
緯

議
員　

山
陽
市
民
病
院
が
老

朽
化
で
休
院
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
医
療
と
い
う
面
か
ら
、
い

ま
だ
市
民
に
何
の
安
心
感
も
与

え
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

今
、医

療
法
人
健
仁
会
に
対
し
て
は
、

県
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市

民
福
祉
部
等
々
含
め
て
、
市
長

部
局
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
現
在
の
診
療
報
酬
体
系
で

は
福
祉
施
設
を
併
設
し
な
け
れ

ば
、
経
営
が
維
持
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
戸
惑
っ
て
い
る
。

近
い
将
来
も
っ
と
い
い
結
果
を

報
告
し
た
い
。

議
員　
「
病
院
内
で
は
新
病

院
は
必
ず
で
き
る
。
い
つ
に
な

る
か
分
か
ら
な
い
」
と
言
っ
て

お
ら
れ
る
が
、
議
場
で
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
。
安
心
感
を
与

え
る
だ
け
か
。

病
院
事
業
管
理
者　
院
内
の

職
員
に
は
、「
決
ま
っ
て
な
い

が
市
民
病
院
は
で
き
る
」
と

言
っ
て
い
る
。
そ
う
で
な
い
と

意
気
消
沈
し
か
ね
な
い
。
今
は

何
と
か
今
の
医
療
体
制
を
保
っ

て
い
く
の
が
私
の
使
命
と
思
っ

て
い
る
。

国
・
県
と
の
連
携

議
員　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
労

働
基
準
監
督
署
の
統
合
整
備
の

要
請
活
動
が
遅
す
ぎ
る
と
指
摘

さ
れ
た
が
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

こ
の
件
に
つ
い
て
は

非
常
に
反
省
し
て
い
る
。

議
員　

今
回
、
厚
狭
警
察
署

と
小
野
田
警
察
署
の
統
合
整
備

に
つ
い
て
も
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
と
し
て
も
「
10
月
い
っ

ぱ
い
に
は
要
請
活
動
を
」
と
お

願
い
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
11

月
10
日
の
知
事
へ
の
予
算
要
望

日
ま
で
待
た
れ
た
の
は
な
ぜ

か
。市

長　

現
在
、
副
市
長
が
い

な
い
関
係
で
、
急
に
と
い
う
こ

と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
11

月
10
日
で
足
り
る
と
判
断
し

た
。

人　

事　

管　

理

一 般 質 問

今
後
の
山
陽
市
民
病
院
は

三
浦
　
英
統
　
議
員

新幹線厚狭駅前

企
業
誘
致
は
兼
務
で
は
で
き
な
い

尾
山
　
信
義
　
議
員

幹部交番となる厚狭警察署
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議
員　

19
年
度
末
に
公
表
予

定
の
人
材
育
成
基
本
方
針
は
ど

う
な
っ
た
か
。

総
務
部
次
長　

平
成
20
年
３

月
に
人
事
課
で
作
成
し
た
素
案

が
、
庁
議
で
抜
本
的
な
見
直
し

を
受
け
、
現
在
最
終
調
整
段
階

に
あ
り
、
成
案
に
な
り
次
第
公

表
す
る
。

議
員　

職
員
の
自
学
の
意
欲

を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
取
組

み
と
検
討
は
ど
う
か
。

総
務
部
次
長　

職
員
研
修
で

対
応
し
て
い
る
。
各
部
署
に
保

管
し
て
い
る
図
書
に
つ
い
て
も

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
使
い
、
紹
介
す

る
こ
と
や
図
書
館
か
ら
参
考
と

な
る
本
を
借
り
て
、
文
書
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
常
設
す
る
こ
と
も

考
え
る
。

議
員　

新
た
な
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
取
組
み
は
ど

う
か
。

総
務
部
次
長　

昭
和
30
年
代

に
作
ら
れ
た
評
定
書
を
今
、
活

用
し
て
い
る
。
性
格
、
能
力
、

適
性
を
見
る
上
で
充
分
確
立
し

て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
人
事

評
価
制
度
の
検
証
・
検
討
す
る

中
で
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

議
員　

人
事
異
動
の
異
動
後

の
検
証
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
次
長　

勤
務
評
定
あ

る
い
は
、
所
属
長
の
意
見
集
約

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

議
員　

人
事
異
動
の
検
証
も

含
め
て
、
課
長
会
議
は
行
わ
れ

て
い
る
か
。

総
務
部
次
長　

現
在
、
定
期

的
に
部
署
を
越
え
た
課
長
会
議

は
し
て
い
な
い
。
異
動
後
の
検

証
と
し
て
総
務
部
長
、
人
事
課

長
と
所
属
長
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
、
職
員
の
動
向
等
の
報
告
が

あ
が
る
。

議
員　

ヒ
ア
リ
ン
グ

に
透
明
性
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
次
長　

職
員

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
が
あ
り
、職
員
の
個
々

の
資
質
等
管
理
は
人
事

課
が
す
る
が
、
所
属
長

に
公
表
は
し
な
い
。

議
員　

職
員
の
評
価

は
難
し
い
が
、
公
平
性
・

透
明
性
の
あ
る
人
事
課

職
員
の
研
修
を
充
実
さ

せ
、
職
員
が
納
得
で
き

る
評
価
制
度
構
築
を
望
む
。

議
員　

ま
ち
づ
く
り
・
人
づ

く
り
に
と
っ
て
、
図
書
館
の
役

割
は
ど
う
か
。

教
育
長　

市
民
が
必
要
な
情

報
や
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
十
分
な
資
料
を
蓄
積

し
、
市
民
の
自
立
を
支
援
す
る

知
的
拠
点
の
役
割
を
担
い
、
ま

ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
人
づ
く

り
の
た
め
に
機
能
す
る
こ
と
が

図
書
館
の
使
命
で
あ
る
。

議
員　

図
書
館
の
使
命
と
役

割
を
明
記
し
た
図
書
館
条
例
の

改
正
は
ど
う
か
。

教
育
長　

直
ち
に
検
討
す
る
。

市
民
の
自
立
を
助
け
る
図
書
館

議
員　

山
陽
市
民
病
院
が
休

止
に
な
り
、
山
陽
地
区
に
内
科

系
の
入
院
施
設
が
必
要
と
の
切

実
な
要
望
が
あ
り
、
医
療
法
人

健
仁
会
と
有
床
診
療
所
と
福
祉

施
設
を
建
設
す
る
覚
書
が
結
ば

れ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
。病

院
事
業
管
理
者　

現
在
、

県
と
協
議
中
で
あ
る
。
当
初
の

予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
が
、
建

設
の
時
期
は
今
の
と
こ
ろ
分
か

ら
な
い
。

議
員　

山
陽
市
民
病
院
の
休

止
に
伴
い
小
野
田
市
民
病
院
に

患
者
が
増
え
る
と
思
う
が
、
受

け
入
れ
体
制
は
万
全
か
。

病
院
局
次
長　

病
床
の
稼
働

率
は
80
％
程
度
で
十
分
入
院
は

可
能
で
あ
る
。
外
来
診
療
は
無

料
直
行
バ
ス
を
往
路
６
便
、
復

路
７
便
運
行
し
、
待
ち
時
間
解

消
の
た
め
予
約
制
も
と
っ
て
い

る
。
救
急
体
制
に
つ
い
て
も
可

能
な
限
り
患
者
を
受
け
入
れ
る

よ
う
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

議
員　

全
国
的
に
医
師
・
看

護
師
が
不
足
し
、
廃
院
や
休
院

す
る
自
治
体
病
院
や
公
的
病
院

も
出
て
き
て
い
る
が
、
本
市
の

病
院
の
実
態
は
ど
う
か
。

病
院
局
次
長　

収
益
の
確
保

医
療
従
事
者
の
厳
し
い
勤
務
条

件
の
緩
和
、
夜
勤
看
護
師
の
確

保
、
10
対
１
の
入
院
基
本
料
等

の
確
保
と
い
う
面
で
は
ギ
リ
ギ

リ
の
状
況
で
運
営
し
て
い
る

が
、
医
療
法
に
基
づ
く
患
者
数

に
対
す
る
法
定
の
充
足
率
は
十

分
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

病
院
事
業
管
理
者　
地
域
医

療
は
医
療
従
事
者
だ
け
に
依
存

す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
も
一

緒
に
な
っ
て
守
っ
て
い
く
よ
う

な
覚
悟
・
努
力
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
は
難
し
い
。

児
童
館
と
し
て

活
用
で
き
な
い
か

議
員　

旧
法
務
局
厚
狭
出
張

所
を
児
童
館
か
、
福
祉
関
係
の

施
設
と
し
て
再
活
用
で
き
な
い

か
。総

務
部
長　

現
在
、
書
類
置

場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
建

物
の
主
体
構
造
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
。
市
有
財
産
活
用
検
討

委
員
会
で
協
議
を
し
た
い
。

民
俗
資
料
保
存
館
の
活
用

議
員　

旧
厚
狭
図
書
館
を
現

在
民
俗
資
料
保
存
館
と
し
て
、

市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
民
具
等

便
宜
的
に
保
管
し
て
い
る
が
、

眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
に
展
示
し
た
ら
ど
う
か
。

昭
和
７
年
一
人
の
町
民
か
ら
多

額
な
寄
附
金
を
い
た
だ
き
建
設

さ
れ
た
。
大
変
由
緒
あ
る
建
物

で
あ
る
。
市
で
大
切
に
保
存
で

き
な
い
か
。

教
育
部
長　

館
内
に
は
石
臼

木
臼
、
秤
、
多
数
の
農
具
等
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
保
管
さ
れ
て

お
り
、
平
成
18
年
度
に
民
具
等

の
価
値
に
つ
い
て
調
査
を
し

た
。
今
後
適
切
に
保
管
を
し
て

い
く
。
当
面
は
収
蔵
庫
と
し
て

活
用
し
た
い
。

一 般 質 問

い
つ
で
き
る
人
事
制
度
改
革

岩
本
　
信
子
　
議
員

チャレンジする中央図書館

地
域
医
療
は
住
民
と
一
緒
に

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

佐
井
木
　
勝
治
　
議
員

民俗資料保存館（旧厚狭図書館）
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議
員　

今
回
、
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
改
正
案
が
上
程
さ

れ
た
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
旧

小
野
田
市
の
白
地
課
税
が
全
廃

さ
れ
る
の
か
。
地
域
に
お
い
て

は
、
下
水
道
、
公
園
、
街
路
な

ど
の
都
市
計
画
事
業
の
受
益
を

受
け
て
い
る
。
あ
る
い
は
今
後

受
け
る
地
域
の
都
市
計
画
税
の

取
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。
20

年
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、

旧
小
野
田
市
の
白
地
課
税
の
廃

止
に
つ
い
て
、「
実
現
に
一
定

の
目
処
が
立
っ
た
時
点
で
事
前

に
広
報
な
ど
で
周
知
に
努
め

る
」
と
回
答
を
し
た
が
、
ど
の

よ
う
に
周
知
を
図
っ
た
の
か
。

総
務
部
長　

都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正
が
可
決
さ
れ
た

ら
、
旧
小
野
田
市
は
平
成
21
年

度
か
ら
用
途
地
域
内
の
土
地
、

家
屋
の
み
が
課
税
対
象
と
な

り
、
白
地
地
域
の
土
地
、
家
屋

に
は
課
税
さ
れ
な
い
。
公
共
下

水
道
の
認
可
区
域
の
見
直
し
や

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
予

定
通
り
進
め
ば
、
平
成
23
年
度

か
ら
都
市
計
画
税
の
見
直
し
を

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
情
報
開
示
に
つ
い
て
は
、

条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ
た
後

に
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
を
図
る
。

議
員
　

公
民
館
の
運
営
方
針

に
つ
い
て
、
現
在
、
旧
小
野
田

市
の
４
館
が
地
元
に
移
管
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
は
ど
の
公
民

館
を
地
元
に
移
管
す
る
予
定

か
。
地
元
に
移
管
さ
れ
た
公
民

館
の
館
長
は
臨
時
職
員
と
な
っ

て
い
る
。
直
営
の
時

は
課
長
ク
ラ
ス
を
置

い
て
い
た
。
ま
た
、

中
央
図
書
館
長
は
嘱

託
と
な
っ
て
い
る
。

公
民
館
の
館
長
の
仕

事
に
見
合
う
待
遇
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

新
た

に
地
元
に
移
管
を
予

定
し
て
い
る
公
民
館

は
、
現
時
点
で
は
な

い
。
職
員
に
よ
る
館

長
と
地
元
か
ら
の
推
薦
に
よ
る

館
長
は
、
任
命
の
方
法
に
よ
る

違
い
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
施

設
の
長
で
あ
り
、
そ
の
役
割
に

変
わ
り
は
な
い
。
地
元
に
移
管

さ
れ
た
公
民
館
の
館
長
の
賃
金

は
他
の
事
務
の
臨
時
職
員
の
賃

金
と
差
が
設
け
て
あ
る
。

議
員　

公
民
館
の
館
長
の
賃

金
は
６
４
０
０
円
、
他
の
事
務

の
臨
時
職
員
は
５
４
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

教
育
部
長　

公
民
館
の
報
酬

は
大
変
低
い
額
で
申
し
訳
な
い

と
考
え
て
い
る
。

市
長　

待
遇
の
見
直
し
が
必

要
と
感
じ
て
い
る
。
内
部
で
検

討
す
る
。

議
員　

厚
労
省
の
全
国
調
査

で
非
正
規
雇
用
者
が
３
万
人
以

上
首
切
り
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
市
内
に
は
ど
れ
く
ら
い

の
非
正
規
労
働
者
が
お
り
、
雇

止
め
で
影
響
を
受
け
る
市
民
が

ど
れ
だ
け
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　

企
業
訪
問

等
を
行
い
、
状
況
把
握
に
努
め

て
い
る
が
、
市
に
よ
る
把
握
は

難
し
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

と
協
力
し
な
が
ら
派
遣
の
状
況

把
握
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

山
口
県
で
は
４
件
、

８
３
３
人
と
な
っ
て
い
る
が
当

市
分
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長　

市
と
し
て

は
、
把
握
は
し
て
い
な
い
。

議
員　

山
野
井
工
業
団
地
の

Ｔ
社
は
１
０
０
人
、
Ｎ
社
も
派

遣
切
り
を
し
て
い
る
が
情
報
を

つ
か
ん
で
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長　

新
聞
に
は

Ｔ
社
が
、
国
内
全
体
で
最
大

４
０
０
名
規
模
の
雇
用
削
減
と

載
っ
て
い
る
。

議
員　

大
量
の
労
働
者
が
、

不
安
な
思
い
を
抱
え
た
ま
ま
年

の
瀬
を
越
え
る
状
況
で
あ
る
。

市
長
は
雇
止
め
が
明
ら
か
に

な
っ
た
企
業
に
対
し
て
、
雇
止

め
中
止
を
申
し
入
れ
る
気
持
ち

は
な
い
か
。
市
民
を
路
頭
に
迷

わ
す
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

申
し
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。市

長　

申
し
入
れ
の
性
格
は

難
し
い
。企
業
は
事
業
の
種
類
、

内
容
、
規
模
、
そ
れ
に
見
合
う

雇
用
等
を
全
体
的
に
計
画
し
な

が
ら
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
事

業
計
画
の
変
更
、
そ
れ
に
つ
い

て
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
の
性
格
が
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
。
そ
れ
が
一
つ
の

要
望
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
で
き
る
と
思
う
。
し
か

し
な
が
ら
、「
市
と
し
て
申
し

入
れ
に
従
っ
て
万
一
の
事
態
が

発
生
し
た
場
合
に
、
何
か
財
政

支
援
措
置
が
と
れ
る
の
か
」
と

言
わ
れ
る
と
何
も
で
き
な
い
。

せ
め
て
要
望
ぐ
ら
い
ど
う
か
と

言
わ
れ
れ
ば
承
知
す
る
。

で
き
る
だ
け
速
や
か
に

議
員　

県
知
事
も
防
府
の
マ

ツ
ダ
と
下
関
の
Ｍ
Ｃ
Ｓ
に
対
し

て
「
従
業
員
の
雇
用
の
安
定
と

地
域
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
申
し
入
れ
て
い

る
。市

長　

私
一
人
で
い
い
の
か

議
会
も
一
緒
に
出
か
け
て
い
っ

て
実
情
を
伺
い
、
お
願
い
す
る

こ
と
は
、
何
ら
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
。
私
の
行
動
は
議
会
の
返

事
を
待
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

議
員　

小
学
校
で
は
不
登
校

が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
中
学

校
は
急
激
な
伸
び
を
示
し
て
い

る
。
原
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
取
組
み
体
制
は
十

分
か
。

教
育
長　

不
登
校
へ
の
対
策

は
、
再
登
校
の
た
め
に
様
々
な

取
組
み
を
し
て
い
る
が
、
本
市

の
不
登
校
生
徒
数
は
年
々
増
加

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
対
応
す

る
「
心
の
支
援
室
」
は
４
名
体

制
で
、
今
後
、
効
率
的
な
き
め

細
か
い
支
援
が
で
き
る
体
制
を

目
指
し
た
い
。

都
市
計
画
税
の
諸
問
題

公
共
施
設
の
管
理
運
営

一 般 質 問

佐
村
　
征
三
郎
　
議
員

山
田
　
伸
幸
　
議
員

山
陽
小
野
田
市
が
抱
え
て
い
る
課
題

派
遣
切
り
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
市
民
の
雇
用
と
暮
ら
し
守
れ

地元に移管された高泊公民館
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議
員　

環
境
に
優
し
い
あ
る

い
は
健
康
に
良
い
と
い
う
こ
と

で
、
最
近
、
自
転
車
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
一
方
で
、
乗
る
人

の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
指
摘
さ

れ
、
自
転
車
が
ら
み
の
事
故
も

増
え
て
い
る
。
市
民
の
交
通
安

全
、
あ
る
い
は
教
育
の
観
点
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

平
成
20
年
６
月

の
道
路
交
通
法
改
正
に
伴
っ

て
、
小
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
努
力
義
務
と
し
て
呼
び
か

け
て
い
る
。
学
校
で
は
、
交
通

安
全
協
会
の
協
力
で
交
通
移
動

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

中
・
高
等
学
校
で
は
今
年
度
新

た
に
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
警
察
署
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
生

徒
た
ち
が
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
と

安
全
意
識
の
啓
発
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
て
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

を
図
る
と
共
に
、
市
民
の
健
康

を
増
進
し
、
合
わ
せ
て
人
と
人

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

教
育
部
長　

指
摘
の
と
お
り

エ
コ
意
識
の
向
上
、
市
民
の
健

康
増
進
、
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
に
資
す
る
も

の
と
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大

会
の
開
催
は
意
義
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
開
催
さ

れ
て
い
る
他
市
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

参
考
に
し
な
が
ら
開
催
に
向
け

て
検
討
す
る
。

議
員　

小
野
田
市
史
、
山
陽

町
史
を
半
額
に
し
た
が
、
値
下

げ
の
根
拠
と
在
庫
の

状
況
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
次
長　

４
巻

構
成
の
小
野
田
市
史
は

合
計
で
４
２
４
８
冊

が
売
れ
、
７
７
５
２
冊

が
在
庫
、
山
陽
町
史
は

２
５
５
９
冊
が
売
れ
、

４
４
１
冊
が
在
庫
と

し
て
あ
る
。
い
ず
れ
も

発
刊
し
て
か
ら
二
十

数
年
が
経
過
し
て
い

て
、
最
近
は
あ
ま
り
売
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
こ

の
際
広
く
市
民
に
読
ん
で
も
ら

い
、
歴
史
を
正
し
く
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
で
さ
ら
に
、
価
値

が
上
が
る
と
考
え
、
半
額
に
し

た
。

議
員　

唐
突
な
発
表
で
あ
っ

た
が
、
ご
苦
労
を
か
け
た
先
達

に
は
事
前
に
お
断
り
は
し
た
の

か
。総

務
部
次
長　

説
明
は
し
て

い
な
い
。
お
蔵
入
り
さ
せ
て
お

く
よ
り
も
、
日
の
目
を
見
さ
せ

た
方
が
良
い
と
考
え
た
結
果
で

あ
っ
た
が
、
編
纂さ

ん
に
携
わ
っ
た

方
々
に
会
う
機
会
が
あ
れ
ば
、

配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を

お
詫
び
し
た
い
。

議
員　

市
川
市
が
導
入
の
市

民
活
動
団
体
支
援
制
度
を
設

け
、
市
民
活
動
団
体
の
支
援
や

促
進
を
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
、

運
営
管
理
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。企

画
政
策
部
長　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
働
係
を
新
設
し
、
年
度
内

に
市
民
活
動
推
進
基
本
方
針

（
仮
称
）
を
策
定
す
る
。

　

市
川
市
の
１
％
支
援
条
例
の

考
え
方
は
、
現
在
の
本
市
の
財

政
状
況
で
は
な
か
な
か
難
し

い
。
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
か

ら
「
公
設
民
営
」
で
設
置
と
の

提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
は
市
民
活
動
推
進
検
討
委
員

会
の
中
で
検
討
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

議
員　
公
民
館
活
動
で
製
作

さ
れ
た
作
品
が
、
公
民
館
ま

つ
り
や
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
に

は
、
展
示
・
販
売
さ
れ
て
い
る
。

き
ら
ら
交
流
館
で
常
設
展
示
を

し
、
人
と
物
の
交
流
と
販
売
は

で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　

き
ら
ら
交
流
館

は
、
市
民
の
生
涯
学
習
へ
の
取

組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
、
作

品
の
販
売
等
は
認
め
て
い
な

い
。他
の
施
設
も
同
様
で
あ
る
。

議
員　

妊
産
婦
健
診
が
、
来

年
度
は
14
回
が
無
料
化
と
な
る

が
、
市
の
負
担
は
ど
れ
ぐ
ら
い

か
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
子
ど
も
支
援

に
、
子
ど
も
行
政
の
担
当
の
窓

口
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長　

妊
産
婦
健

診
14
回
の
無
料
化
は
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
い
ま
だ
示
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
の
国
の
動
向
を

み
る
。
ま
た
、
子
育
て
施
策
に

関
係
す
る
課
を
新
設
す
る
こ
と

は
大
変
困
難
で
あ
る
。

議
員　

団
塊
の
世
代
の
退
職

者
が
増
え
、
元
気
な
高
齢
者
の

社
会
参
加
対
策
が
必
要
と
な

る
。
退
職
し
た
方
や
元
気
な
高

齢
者
の
方
を
対
象
と
し
た
介
護

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
実
施
で
き

な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長　
介
護
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
は
、
第
四
期
高
齢
者

福
祉
計
画
の
中
で
、
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
を
立
ち
上
げ
検

討
す
る
。

議
員　

経
済
的
弱
者
や
日
常

的
に
大
量
の
紙
お
む
つ
を
排
出

せ
ざ
る
を
得
な
い
世
帯
に
つ
い

て
、
年
間
何
枚
を
目
途
に
負
担

軽
減
措
置
の
検
討
を
し
た
か
。

環
境
経
済
部
長　

ご
み
処
理

に
か
か
る
費
用
の
負
担
の
公
平

性
を
考
え
、
金
額
を
低
く
抑
え

て
い
る
。
負
担
軽
減
措
置
は
考

え
て
い
な
い
。

人
と
物
の
交
流
で

安
心
し
て
、子
ど
も
を
産
み
、

育
て
ら
れ
る
社
会
へ

元
気
な
高
齢
者
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー

優
し
さ
の
減
免
を

市
史
、
町
史
の

値
下
げ
で
配
慮
欠
く

一 般 質 問

硯
谷
　
篤
史
　
議
員

津
野
　
啓
子
　
議
員

市
民
活
動
推
進
へ
の
支
援
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
で

ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

手作り作品の展示・販売（須恵公民館）

防府市ふれあいサイクリング大会の様子
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議
員　

人
口
の
減
少
は
地
域

活
力
の
低
下
、
市
民
生
活
の
活

力
の
低
下
を
招
く
ば
か
り
か
、

地
域
経
済
や
財
政
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
地
域
の
存
立

基
盤
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
で

あ
る
。

　

山
陽
小
野
田
市
総
合
計
画
に

よ
る
と
、平
成
29
年（
２
０
１
７

年
）
の
目
標
人
口
と
し
て
、

６
万
４
千
人
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
当
面
の
財
政
状
況
や
予

想
さ
れ
る
景
気
の
低
迷
な
ど
を

踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
従
来
か
ら

の
定
住
促
進
策
の
中
心
と
な
る

企
業
誘
致
を
中
心
と
し
た
形
態

か
ら
、
も
っ
と
多
面
的
な
定
住

促
進
が
急
が
れ
る
。

　

そ
こ
で
、「
定
住
促
進
条
例
」

を
策
定
し
、
実
効
性
の
あ
る
施

策
の
展
開
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

企
画
政
策
部
長　

第
一
次
山

陽
小
野
田
市
総
合
計
画
の
中
で

は
、
若
者
や
高
齢
者
の
定
住
策

を
重
要
な
課
題
と
し
て
と
ら

え
、
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
に

よ
る
雇
用
の
場
の
安
定
的
な
確

保
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
や
公
営
住
宅
の
適
正
管
理

に
よ
る
良
質
な
居
住
の
確
保
、

子
育
て
環
境
の
充
実
や
生
活
環

境
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
奨
す
る
こ
と
に
よ

り
、
転
入
を
促
進
し
、
転
出
を

抑
制
し
て
人
口
定
住
化
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

本
市
の
現
状
は
、
合
併
時

の
平
成
17
年
４
月
の
人
口
が

６
万
８
２
８
６
人
、
平
成
20
年

４
月
の
人
口
が
６
万
７
０
３
９

人
と
３
年
間
で
１
２
４
７
人
減

少
し
て
い
る
。
子
ど
も
や
若
者

の
少
な
く
な
っ
た
自
治
会
は
高

齢
化
率
が
高
く
な
り
、
地
域
の

活
性
化
が
少
な
く
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
退
職

し
た
団
塊
の
世
代
の
Ｕ
、
Ｊ
、

Ｉ
タ
ー
ン
に
対
す
る
支
援
を

図
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
今
ま
で
よ
り
一
層
若
者
の

定
住
化
を
図
り
、
少
子
化
対
策

に
関
す
る
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

今
後
は
、
関
係
部
署
に
よ
る

雇
用
促
進
や
居
住
環
境
の
充
実

な
ど
、
人
口
定
住
の
方
策
に
つ

い
て
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。「
定
住
促
進

条
例
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
す
る
人
口
定
住
の
方
策
等
が

具
体
的
と
な
り
、
そ
う
い
う
議

論
の
中
で
市
費
に
よ
る
財
政
的

な
支
援
等
々
の
必
要
が
生
じ
た

と
き
に
条
例
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

小
中
学
校
に
お
け
る

不
登
校
児
童
生
徒
の
数
は
依
然

高
い
数
字
を
示
し
て
お
り
、
そ

の
対
策
と
し
て
心
の
支
援
室
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

心
の
支
援
室
を
ど
の
よ
う
に
強

化
し
、
活
用
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

い
じ
め
や
不
登
校

の
問
題
に
対
処
し
て
い
く
に

は
、
必
然
的
に
専
門
的
な
知
識

や
経
験
を
持
っ
た
マ
ン
パ
ワ
ー

が
必
要
に
な
る
。
平
成
20
年
10

月
末
現
在
で
54
名
が
不
登
校
に

な
っ
て
い
る
中
、
心
の
支
援
員

４
名
体
制
で
は
、
そ
の
す
べ
て

に
十
分
な
支
援
を
行
う
こ
と
は

物
理
的
に
難
し
い
。

　

来
年
度
２
名
の
増
員
を
予
算

要
求
し
、
合
計
６
名
体
制
が
実

現
で
き
る
よ
う
検
討
を
し
て
い

る
。

議
員　

２
名
の
増
員
で
は
十

分
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。教

育
長　

財
政
的
な
状
況
を

勘
案
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
も
内
部
で
十
分
議
論
を
し

て
い
く
。

市
長　

最
終
的
に
予
算
化
で

き
る
も
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
に

教
育
長
か
ら
詳
し
く
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
受
け
な
が
ら
決
め
て
い
き

た
い
。

議
員　

随
意
契
約
分
の
物
品

の
購
入
発
注
基
準
及
び
業
者
選

定
に
つ
い
て
市
の
方
針
は
あ
る

の
か
。

企
画
政
策
部
次
長　

現
在
、

明
文
化
し
て
公
表
し
た
も
の
は

な
い
。

議
員　

随
意
契
約
分
は
、
発

注
の
際
に
市
内
業
者
、
準
市
内

業
者
、
市
外
業
者
が
混
在
し
、

あ
い
ま
い
な
基
準
で
発
注
を
し

て
い
る
。
こ
の
随
意
契
約
分
の

基
本
方
針
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

市
長　

早
速
、
近
い
庁
議
の

議
題
に
取
り
上
げ
て
、
十
分
協

議
し
た
い
。

議
員　

犬
猫
の
ふ
ん
害
に
つ

い
て
市
内
の
施
設
、
都
市
公
園

の
状
況
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

大
変
苦
慮
し
て

い
る
。
公
園
の
利
用
者
の
マ

ナ
ー
に
頼
る
し
か
な
い
。

議
員　

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例

の
中
に
ふ
ん
害
防
止
と
い
う
項

を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
を
単

独
の
条
例
に
し
て
罰
則
を
含
め

て
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

市
長　

ふ
ん
公
害
の
問
題
は

先
ほ
ど
の
「
迷
惑
防
止
条
例
か

ら
除
外
し
て
、
一
本
の
条
例
化

し
た
ら
ど
う
か
」
そ
し
て
、「
す

ぐ
発
動
す
る
も
の
で
な
い
に
し

て
も
、
罰
則
と
い
う
も
の
を
き

ち
ん
と
そ
こ
に
加
え
て
、
そ
し

て
、
市
民
の
マ
ナ
ー
の
向
上
、

良
識
の
涵
養
、
そ
う
い
う
も
の

に
役
立
て
た
ら
ど
う
か
」
と
い

う
意
見
に
つ
い
て
は
も
っ
と
も

な
点
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
。
早
速
庁
議
で
十
分

協
議
し
た
い
。

市
内
業
者
の
保
護
・
育
成

ふ
ん
害
防
止
条
例
の
制
定
を

一 般 質 問

江
本
　
郁
夫
　
議
員

山
陽
小
野
田
市
と
し
て
の定住

促
進
施
策

髙
松
　
秀
樹
　
議
員

不
登
校
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

マナーだけで問題解決？
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議
員　

敬
老
祝
い
事
業
の
一

つ
で
あ
る
、
き
ら
ら
交
流
館
の

入
浴
券
が
、
20
年
度
は
非
常
に

人
気
が
あ
り
、
９
月
末
の
最
終

週
は
銭
湯
の
よ
う
で
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
今
年
度
は
ど
う

し
て
多
く
な
っ
た
の
か
。ま
た
、

21
年
度
は
指
定
管
理
者
の
導
入

に
よ
り
委
託
と
な
る
が
ど
う
す

る
つ
も
り
か
。

教
育
部
長　

19
年
度
は
対
象

者
を
85
歳
、
95
歳
、
100
歳
以
上

と
限
定
し
た
。
平
成
20
年
度
は

75
歳
以
上
と
対
象
者
を
大
幅
に

拡
大
し
た
た
め
で
あ
る
。
21
年

度
は
指
定
管
理
者
で
の
運
営
と

な
る
が
、
こ
の
事
業
は
好
評
な

の
で
実
施
で
き
る
よ
う
協
議
す

る
。

議
員　

両
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

統
合
が
合
併
後
３
年
９
カ
月

経
っ
て
い
る
の
に
、
い
ま
だ
具

体
化
し
な
い
が
、
計
画
を
立
て

て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　

施
設
は
山

陽
が
昭
和
55
年
１
月
、
小
野
田

が
平
成
元
年
12
月
の
事
業
開
始

で
、か
な
り
古
く
な
っ
て
い
る
。

今
、
小
野
田
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
主
要
部
を
今
年
度
よ
り
３
年

間
か
け
て
改
良
し
て
、
小
野
田

の
方
で
運
営
す
る
計
画
を
し
て

い
る
。

議
員　

私
は
今
回
、
両
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
視
察
調
査
を
し
た

が
、
そ
の
結
果
、
し
尿
１
㎥
当

た
り
処
理
す
る
直
接
費
（
水

道
、
電
気
、
燃
料
、
修
理
費
）

と
間
接
費
を
含
め
る
と
、
年
間

２
千
万
円
く
ら
い
山
陽
の
方
が

多
く
経
費
が
か
か
る
。
小
野
田

の
現
設
備
で
山
陽
の
受
け
入
れ

テ
ス
ト
は
し
な
い
の
か
。

環
境
経
済
部
長　

19
年
10
月

と
20
年
２
月
に
受
入
れ
テ
ス
ト

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
対

応
で
き
る
と
判
断
し
た
。

議
員　

市
内
に
は
単
独
浄
化

槽
が
１
８
０
０
基
あ
り
、
そ
の

内
、
市
の
施
設
に
は
小
野
田
地

区
が
10
基
、
山
陽
地
区
が
22
基

の
計
32
基
あ
る
。
平
成
13
年
４

月
に
法
改
正
が
あ
り
、
環
境
の

水
質
保
全
か
ら
新
た
な
設
置
は

禁
止
、
既
設
の
分
は
合
併
浄
化

槽
か
、
下
水
道
へ
の
切
り
替
え

を
努
力
目
標
と
す
る
よ
う
国
か

ら
指
針
が
出
さ
れ
た
。
７
年
経

過
し
て
い
る
の
に
、
未
だ
に
本

市
の
32
基
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
次
長　

市
の
既
設
単

独
浄
化
槽
32
基
は
、
直
ち
に
改

修
す
る
こ
と
が
努
力
目
標
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
実
施

計
画
の
中
で
年
次
的
に
取
り
組

む
。

議
員　

子
ど
も
に
関
す
る
諸

問
題
の
解
決
の
た
め
に
『
子
ど

も
未
来
課
』
を
新
設
し
、
部
門

横
断
組
織
を
作
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
民
福
祉
部
次
長　

本
市
の

子
育
て
施
策
に
関
す
る
課
は
16
課

に
も
及
び
、
ひ
と
つ
の
新
設
課
で

ま
と
め
る
の
は
現
状
困
難
で
あ
る

が
、
関
係
部
局
が
連
携
し
て
部
局

横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。

市
長　

指
摘
さ
れ
も
っ
と
も

な
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
新
設
に

つ
い
て
は
全
体
的
な
機
構
改
革
の

再
検
討
の
中
で
課
題
と
し
た
い
。

　

市
と
し
て
の

　
　

雇
用
促
進
対
策
を

議
員　

急
激
な
不
況
の
中
、

労
働
基
準
監
督
署
や
公
共
職
業

安
定
所
が
統
合
さ
れ
る
が
、
市

行
政
と
し
て
で
き
る
雇
用
促
進

対
策
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　

職
業
相

談
員
の
配
置
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
求
人
情
報
自
己
検
索
が
可
能

な
『
地
域
職
業
相
談
室
』
の
早

期
設
置
を
国
に
対
し
て
要
望
し

て
い
る
。
市
と
し
て
は
企
業
訪

問
で
の
実
態
調
査
や
雇
用
情
勢

の
把
握
に
努
め
、
再
就
職
の
支

援
の
強
化
を
求
め
た
い
。

２
０
１
１
山
口
国
体
の

受
け
入
れ
準
備

議
員　

練
習
会
場
を
含
め
た

各
施
設
や
宿
泊
施
設
の
整
備
な

ど
受
け
入
れ
態
勢
は
万
全
か
。

教
育
部
長　

会
場
整
備
は
競

技
者
と
観
覧
者
の
両
方
の
立
場

か
ら
不
備
の
な
い
よ
う
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
宿

泊
は
概
算
８
２
４
人
の
宿
泊
予

想
人
数
に
対
し
て
、
４
２
１
人

の
確
保
し
か
で
き
て
い
な
い
現

状
で
あ
り
、
市
内
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
の
部
屋
の
提
供
率
ア
ッ
プ

と
近
隣
市
と
の
広
域
配
宿
で
解

消
し
た
い
。

議
員　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
や
育
成
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
予
定
か
。

教
育
部
長　

広
報
・
大
会
運

営
・
応
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
が
、
大

会
運
営
に
つ
い
て
は
、
募
集
・

研
修
・
配
置
の
３
つ
の
業
務
を

行
う
こ
と
に
な
る
。
平
成
21
年

度
秋
か
ら
募
集
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。

議
員　

気
持
ち
よ
く
市
民
総

参
加
が
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け

作
り
と
機
運
の
醸
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

啓
発
グ
ッ
ズ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
市
民

団
体
と
の
協
働
イ
ベ
ン
ト
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

体
を
契
機
に
『
花
い
っ
ぱ
い
ご

み
ゼ
ロ
運
動
』
等
の
市
民
総
参

加
運
動
や
、
本
市
を
全
国
に
発

信
す
る
『
お
も
て
な
し
運
動
』

も
実
施
し
た
い
。

き
ら
ら
交
流
館
の
入
浴
券

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
統
合

浄　
　

化　
　

槽

一 般 質 問

衛
藤
　
弘
光
　
議
員

好
川
　
桂
司
　
議
員

敬
　
老
　
祝
　
い
　
事
　
業

『
子
ど
も
未
来
課
』
の
設
置
を
望
む

小野田浄化センター

山口国体のマスコット「ちょるる」大分国体の少年サッカー観戦風景
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議
員　

新
病
院
建
設
構
想
検

討
委
員
会
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

当
市
に

は
公
立
病
院
が
３
つ
あ
り
、
労
災

病
院
が
超
急
性
期
型
、
日
赤
病
院

が
慢
性
期
型
、
市
民
病
院
は
そ
の

中
間
の
亜
急
性
期
型
病
院
を
そ
れ

ぞ
れ
担
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は

総
体
的
に
は
医
療
事
情
は
恵
ま
れ

て
は
い
る
が
、
市
民
病
院
は
老
朽

化
し
て
お
り
新
病
院
を
建
設
し
な

け
れ
ば
、
他
の
病
院
に
大
き
な
負

担
が
か
か
り
当
市
の
医
療
情
勢
は

極
め
て
難
し
く
な
る
の
で
、
更
に

検
討
を
加
速
す
る
必
要
が
あ
る
。

医
師
不
足
は
大
丈
夫
か
？

議
員　

新
病
院
建
設
に
向
け

医
師
、
看
護
師
の
確
保
は
大
丈

夫
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

大
変
苦

慮
し
て
い
る
。
現
状
維
持
が
精

一
杯
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
の

条
件
が
整
え
ば
医
師
の
確
保
は

さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
看
護
師
に
つ

い
て
は
将
来
的
に
高
看
養
成
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

議
員　

地
域
医
療
を
守
る
に

は
医
師
不
足
を
少
し
で
も
解
消

す
る
た
め
の
策
と
し
て
、
休
職

さ
れ
て
い
る
女
性
医
師
の
復
帰

支
援
策
や
医
師
会
と
の
更
な
る

連
携
が
不
可
欠
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

市
民
病

院
で
は
医
師
会
か
ら
３
名
の
医

師
に
当
直
業
務
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
病

院
の
手
術
室
を
利
用
し
て
、
19

年
度
は
28
件
の
手
術
実
績
が
あ

る
。
ま
た
、
産
婦
人
科
で
は
女

性
医
師
に
パ
ー
ト
で
来
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
今
後
、
再
復

帰
支
援
も
考
え
、
医
師
会
に
も

地
域
医
療
体
制
の
中
で
平
日
、

夜
間
診
療
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え

る
。地

元
で
育
て
よ
う
！

議
員　

地
元
で
医
師
を
育
て

る
た
め
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

個
人
と

言
う
よ
り
も
、
市
が
ど
れ
だ
け

医
師
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
姿
勢
を
見
せ
る
か
で
違
う
。

医
師
は
そ
う
い
う
所
で
働
き
た

く
な
る
。

議
員　

私
も
同
感
で
、
何
事

も
受
け
入
れ
側
の
熱
意
、
気
配

り
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
地
元

で
医
師
を
育
て
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
市
長
部
局
の
考
え

は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
次
長　

市
の
財

政
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

議
員　

医
師
会
と
の
連
携
等

地
域
医
療
確
保
に
は
財
政
支
援

が
必
要
だ
が
、
財
政
当
局
と
の

折
衝
は
で
き
て
い
る
の
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

病
院
局

の
で
き
る
範
囲
で
努
力
す
る
。

ど
う
し
て
も
困
れ
ば
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
20
年
度

は
厳
し
い
が
、
21
年
度
か
ら
は

ま
あ
ま
あ
の
状
態
に
な
っ
て
い

く
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

病
院
、
学
校
の
将
来

構
想
は
当
市
の
重
要
施
策
で
あ

る
。
担
当
部
署
は
勿
論
、
横
の

連
携
も
更
に
深
め
、
課
題
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

議
員　

合
併
に
伴
い
運
動
広

場
は
、
４
カ
所
だ
が
、
名
称
は

ど
ん
な
状
況
か
。

教
育
部
長　

小
野
田
地
区
３

カ
所
は
合
併
時
に
そ
れ
ぞ
れ
地

名
を
採
っ
て
高
千
帆
、小
野
田
、

赤
崎
と
改
称
し
た
。

議
員　

運
動
広
場
名
称
の
一

貫
性
か
ら
小
学
校
区
名
へ
変
更

は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

地
元
か
ら
何
か

出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
地
元
関
係
者
と
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
い
い
か
協
議
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

厚
狭
バ
イ
パ
ス
が
新

た
に
国
道
２
号
と
な
っ
た
。
懸

案
事
項
の
「
入
り
口
表
示
板
」

設
置
に
つ
い
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

バ
イ
パ
ス
に
表

示
は
な
い
。
従
来
の
と
こ
ろ
も

非
常
に
わ
か
り
に
く
い
。
厳
し

い
財
政
状
況
等
、
今
後
関
係
機

関
と
の
調
整
を
行
う
中
で
検
討

課
題
と
し
た
い
。

議
員　

南
・
北
駐
車
場
間

の
自
動
車
通
路
が
な
く
、
来

客
車
両
移
動
に
支
障
が
あ

る
。
通
路
の
設
置
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

南
北
を
通
じ
る

通
路
が
で
き
れ
ば
利
便
性
が
向

上
す
る
。
現
在
の
厳
し
い
財
政

状
況
下
、
今
後
の
施
策
の
課
題

で
あ
る
。

議
員　

無
料
の
直
行
バ
ス
利

用
者
状
況
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

病
院
局
次
長　

平
成
20
年
３

月
17
日
運
行
開
始
し
た
。
月
別

の
状
況
は
、
３
月
の
一
日
平
均

10
・
３
人
が
最
低
で
、
９
月
の

32
人
が
最
高
で
あ
る
。
曜
日
別

は
、
平
均
23
・
８
〜
29
・
５
人

で
あ
る
。
時
間
別
は
、
往
路
１

便
平
均
６
人
を
最
高
に
、
最
終

５
便
の
0.1
人
へ
と
減
少
す
る
。

復
路
は
、
３
便
平
均
の
5.1
人
が

最
高
で
、
１
便
の
0.1
人
が
最
低

乗
車
で
あ
る
。
な
お
、
１
７
４

日
間
の
利
用
者
一
日
平
均
は

27
・
５
人
で
あ
る
。

議
員　

休
止
中
の
山
陽
市
民

病
院
の
そ
の
後
は
ど
う
な
る

か
。病

院
事
業
管
理
者　

医
療
法

人
健
仁
会
に
移
譲
す
る
。
有
床

診
療
所
と
老
健
、
老
人
福
祉
施

設
開
設
に
向
け
、
県
と
協
議
中

で
平
成
21
年
６
月
頃
法
人
設
置

予
定
で
あ
る
。移
譲
を
完
了
し
、

６
月
頃
に
譲
渡
、
着
工
を
目
指

す
。

議
員　

新
設
病
院
建
設
に
向

け
、
総
合
計
画
と
そ
の
実
施
計

画
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
公
室
長　

総
合
計
画
で

は
、
新
病
院
建
設
の
推
進
で

載
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ

機
が
熟
し
て
な
い
。
検
討
委
員

会
、
市
、
部
内
、
病
院
部
局
の

方
針
も
定
か
で
な
い
中
で
は
実

施
計
画
に
上
が
っ
て
な
い
。

議
員　

市
民
の
指
摘
は
政
治

の
失
敗
で
あ
る
。
市
長
に
は
政

治
的
責
任
が
あ
る
。
責
任
の
と

り
方
は
ど
う
か
。

市
長　

山
陽
市
民
病
院
の
現

状
及
び
今
後
の
問
題
は
病
院
事

業
管
理
者
の
説
明
ど
お
り
で
あ

る
。

医
療
施
設
の
公
正
・
公
平

一 般 質 問

伊
藤
　
實
　
議
員

伊
藤
　
武
　
議
員

地
域
医
療
の
確
保
を
！

岡
石
丸
運
動
広
場

岡石丸運動広場
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議
員　

乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
拡
充
に
つ
い
て
、
所
得
制
限

の
撤
廃
、
対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
は
ど
う
か
。

市
民
福
祉
部
次
長　

他
市
の

例
な
ど
を
参
考
に
、
所
得
制
限

の
緩
和
、
対
象
範
囲
の
拡
大
な

ど
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

市
長　

何
と
か
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
あ
る
が
現
状
は
、

財
政
的
に
厳
し
い
。

議
員　

こ
の
制
度
は
、
子
ど

も
を
育
て
て
い
る
人
た
ち
に
安

心
を
保
障
す
る
内
容
を
持
つ
も

の
で
も
あ
る
の
で
、
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
妊
婦

健
診
を
国
が
示
す
14
回
の
無
料

化
と
最
低
限
必
要
な
健
診
項
目

の
実
施
で
き
な
い
か
。

市
長　

財
政
的
に
厳
し
い
中

で
や
り
く
り
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
予
算

編
成
に
着
手
す
る
中
で
検
討
す

る
。

議
員　

自
由
診
療
な
の
で

保
険
外
も
あ
り
、
無
料
券
を

利
用
し
て
も
５
７
０
０
円
、

３
９
３
０
円
と
か
か
っ
て
い

る
。14
回
は
実
施
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
と
必
要
な
検
査
項
目
は
き

ち
ん
と
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

市
民
福
祉
部
長　

グ
ル
コ
ー

ス
の
検
査
と
超
音
波
検
査
１
回

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
改
善

し
て
い
き
た
い
。

市
長　

今
す
ぐ
に
は
返
事
は

で
き
な
い
。
予
算
編
成
の
中
で

一
つ
一
つ
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
。

議
員　

命
に
か
か
わ
る
問
題

は
、
所
得
が
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
権
利
と
し
て
保
障
さ

れ
て
い
る
の
で
行
政
と
し
て
き

ち
ん
と
手
当
て
を
す
べ
き
で
あ

る
。551

自
治
体
が
保
険
証
を

取
り
上
げ
て
い
な
い

議
員　

国
民
健
康
保
険
証
が

な
い
た
め
に
病
院
に
か
か
れ

ず
、
死
亡
す
る
と
い
っ
た
例
も

当
市
で
起
こ
っ
て
い
る
。
子
ど

も
の
い
る
世
帯
だ
け
で
な
く
、

生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
保
険

証
取
り
上
げ
を
中
止
し
、
医
療

を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
全
国
で

５
５
１
自
治
体
、
県
下
で
も
５

自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
。
資

格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
、
保

険
証
の
交
付
を
求
め
る
。

市
民
福
祉
部
長　

資
格
証
の

発
行
は
、
収
納
率
向
上
、
納
付

相
談
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め

や
他
の
方
々
と
の
公
平
性
、
ま

た
悪
質
滞
納
者
を
助
長
さ
せ
な

い
た
め
に
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に

対
し
て
は
、
平
成
21
年
４
月
か

ら
短
期
保
険
証
の
交
付
が
で
き

る
よ
う
準
備
を
し
て
い
る
。

議
員　

当
市
は
、
滞
納
世
帯

に
対
す
る
資
格
証
発
行
が
57
・

５
％
と
下
関
の
０
・
55
％
な
ど

他
市
と
比
べ
て
も
異
常
に
高

い
。
納
付
相
談
の
取
組
み
が
弱

い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

滞
納
者
の
実
情
の
調

査
、
納
付
意
欲
の
喚
起
、
そ
う

し
た
点
で
、
市
長
と
し
て
は
必

ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

議
員　

全
国
的
に
学
童
の
暴

力
が
非
常
に
増
加
し
て
い
る
中

で
、
本
市
も
同
様
で
あ
り
、
な

か
で
も
小
学
校
の
暴
力
が
平
成

18
年
と
比
較
し
、
３
倍
増
加
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
は
食
生
活
・
自
然
で
の
生
活
・

家
庭
生
活
・
環
境
生
活
な
ど
が
、

基
礎
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

原
因
や
状
況
は
把
握
で
き
て
い

る
の
か
。

教
育
長　

暴
力
行
為
の
原
因

の
一
つ
は
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
不
足
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
不

登
校
も
含
め
た
こ
れ
ら
い
ろ
い

ろ
な
問
題
は
、
各
自
様
々
だ

が
、
そ
の
子
自
体
だ
け
の
問
題

は
極
め
て
少
な
い
。
周
り
の
環

境
・
状
況
が
主
な
原
因
で
あ
る

が
、
家
庭
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
考
え
て

い
る
。

議
員　

ど
の
よ
う
な
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

人
と
の
か
か
わ
り

方
を
学
ぶ
と
い
う
観
点
を
、
基

に
し
た
活
動
を
仕
組
ん
だ
授
業

改
善
に
取
り
組
む
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
道
徳
の
授
業
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
教
育
活
動
を
通

し
て
指
導
し
て
い
る
。

議
員　

本
市
か
ら
学
童
の
暴

力
が
な
く
な
る
よ
う
、
様
々
な

角
度
か
ら
勉
強
し
、
協
力
し
て

い
き
た
い
。

議
員　

有
帆
菩
提
寺
山
磨
崖

仏
調
査
委
員
会
に
よ
り
３
年
間

と
多
額
の
予
算
を
費
や
し
、
調

査
及
び
審
議
を
重
ね
た
。
制
作

年
代
は
不
明
だ
と
い
う
結
果
に

な
り
、
以
前
広
報
で
報
告
さ
れ

た
が
、
結
果
を
知
ら
な
い
市
民

が
多
数
い
る
の
で
、
明
確
な
発

表
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　

調
査
内
容
及
び
委

員
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
３
月
に
「
有
帆
菩
提
寺
山

磨
崖
仏
調
査
委
員
会
報
告
書
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
県
立
図

書
館
、
有
帆
公
民
館
、
図
書
等

に
配
置
し
て
い
る
。

議
員　

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
対

応
は
ど
う
か
。

教
育
長　

二
重
の
殺
菌
方
法

を
採
っ
て
お
り
、
国
の
指
導
よ

り
多
い
毎
月
１
回
の
レ
ジ
オ
ネ

ラ
を
含
む
有
害
菌
の
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。

議
員　

入
浴
者
数
は
ど
う

か
。教

育
長　

毎
年
４
万
人
の
利

用
が
あ
る
。

議
員　

き
ら
ら
ビ
ー
チ
の
利

用
者
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

き
ら
ら
ビ
ー

チ
は
、
焼
野
海
岸
Ｃ
Ｃ
Ｚ
整
備

事
業
と
し
て
、
竜
王
山
一
帯
を

整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
整
備

計
画
書
で
は
毎
年
の
利
用
者
を

20
万
人
と
推
定
し
て
い
た
が
、

平
成
19
年
度
ま
で
の
７
年
間
の

実
績
は
年
間
平
均
23
万
３
千
人

で
、
計
画
以
上
の
利
用
が
あ

る
。
き
ら
ら
ビ
ー
チ
も
竜
王
山

の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
も
各
種

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
検

討
し
て
お
り
、利
用
者
、リ
ピ
ー

タ
ー
も
増
加
し
て
い
る
。

有
帆
菩
提
寺
山
磨
崖
仏

そ
の
後
の
「
き
ら
ら
」

安
心
し
て
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

学
童
暴
力
を
な
く
す
努
力
を

中
島
　
好
人
　
議
員

福
田
　
勝
政
　
議
員

一 般 質 問

有帆菩提寺山磨崖仏
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議
員　

今
年
度
、
予
算
化
さ

れ
た
高
千
帆
小
学
校
で
の
取
組

み
の
検
証
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
に
大
変
好
評
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
児
童
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
教
室
が
涼

し
く
な
っ
た
と
思
う
」
ま
た
は

「
や
や
思
う
」
と
答
え
た
者
が

91
・
８
％
、
そ
の
結
果
「
勉
強

の
や
る
気
が
出
た
と
思
う
」
ま

た
は
「
や
や
思
う
」
と
回
答
し

た
者
が
82
・
５
％
に
上
り
、
一

定
の
効
果
が
出
た
。
ま
た
、「
植

物
の
緑
は
心
を
落
ち
着
か
せ
て

く
れ
る
」
と
い
っ
た
感
想
を
書

い
た
子
ど
も
も
い
た
。

議
員　

来
年
度
の
取
組
み
予

定
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

毎
年
度
２
校

ず
つ
増
や
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

市
全
体
で
進
め
る
た

め
に
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
行
う
よ
う
提
案
す

る
。市

長
の
退
職
手
当

見
直
し
始
ま
る

議
員　

１
期
４
年
ご
と
に
多

額
の
現
金
が
支
払
わ
れ
る
首
長

の
退
職
手
当
に
つ
い
て
庶
民
感

覚
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
公
明
党
で
は
そ

の
見
直
し
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

掲
げ
て
地
方
議
員
が
議
会
で
取

り
上
げ
、
進
め
て
き
た
。
本
市

の
場
合
は
１
期
４
年
ご
と
に

２
４
６
５
万
円
で
あ
る
。
市
長

は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

特
別
職
報
酬
等
審

議
会
で
は
、
報
酬
と
同
様
20
％

減
額
で
審
議
さ
れ
た
と
思
っ
て

い
た
が
、
そ
う
で
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
３
月
議
会
に
20
％
カ
ッ

ト
の
条
例
改
正
議
案
を
出
す
。

議
員　

４
月
か
ら
山
陽
総
合

事
務
所
に
土
木
技
術
職
員
が
不

在
と
な
っ
た
理
由
は
な
に
か
。

総
務
部
長　

配
置
す
る
余

裕
が
な
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
は
厚
狭
駅
南
部
土
地
区
画
整

理
事
務
所
の
土
木
技
術
職
員
で

対
応
す
る
。

議
員　

事
務
分
掌
を
超
え
た

形
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
事
務
分
掌
に
明
記
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

指
摘
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
、
人
の
配
置
に
つ
い
て
配

慮
し
て
い
き
た
い
。

広
告
募
集
の
強
力
推
進

議
員　

広
告
収
入
に
取
り
組

ん
だ
課
に
お
金
が
入
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
頑
張
る
力
に
な
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

市
長
公
室
長　

そ
れ
に
よ
っ

て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

形
も
で
き
る
と
思
う
の
で
、
も

う
少
し
研
究
し
た
い
。

議
員　

妊
婦
健
診
助
成
の
拡

充
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
民
福
祉
部
長　

国
の
意
向

や
内
容
等
を
見
極
め
な
が
ら
、

予
算
の
確
保
に
努
め
た
い
。

議
員　

妊
婦
１
人
当
た
り
の

助
成
額
が
県
内
で
最
下
位
で
あ

る
。
も
う
一
歩
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。

議
員　

今
回
提
出
さ
れ
た
改

革
プ
ラ
ン
で
数
値
目
標
は
ど
う

か
。
ま
た
、
公
表
は
さ
れ
る
の

か
。病

院
事
業
管
理
者　

ま
だ
、

最
終
段
階
で
は
な
い
が
、
不
良

債
務
が
解
消
で
き
る
と
い
う
見

通
し
が
つ
い
た
段
階
で
公
表
す

る
。

議
員　

新
病
院
建
設
と
い
う

前
に
、
ま
ず
、
経
営
と
い
う
観

点
か
ら
病
院
の
立
て
直
し
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
、「
病
院
機
能
評
価
」
を
受

け
る
と
か
、
医
療
費
の
支
払
い

制
度
を
「
出
来
高
払
い
制
度
」

（
治
療
に
か
か
っ
た
分
だ
け
請

求
で
き
る
）
か
ら
、「
定
額
支

払
い
制
度
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
：
診
断
群

分
類
）」
に
変
え
る
と
か
、
看

護
師
の
配
置
基
準
10
対
１
か
ら

７
対
１
に
す
る
と
か
、
新
た
な

取
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
な

い
か
。

病
院
事
業
管
理
者　
「
病
院

機
能
評
価
」
は
非
常
に
費
用
が

か
か
る
の
で
で
き
な
い
。
Ｄ
Ｐ

Ｃ
と
７
対
１
に
つ
い
て
は
、
市

民
病
院
と
し
て
の
役
割
を
考
え

れ
ば
、
望
ま
し
く
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

議
員　

改
革
と
並
行
し
て
、

今
後
10
年
、
20
年
の
ス
パ
ン
で

地
域
医
療
を
含
め
た
自
治
体
病

院
の
存
在
意
義
を
考
え
て
い
く

べ
き
で
、
こ
う
い
う
議
論
を

も
っ
と
頻
繁
に
、
も
っ
と
深
く

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
局
長
に
は
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し

議
員　

定
員
適
正
化
計
画
の

見
直
し
と
公
表
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

総
務
部
長　

現
在
、
最
終
段

階
に
入
っ
て
い
る
。
公
表
の
時

期
は
平
成
20
年
12
月
下
旬
を
予

定
し
て
い
る
。
普
通
会
計
、
病

院
局
、
水
道
局
の
区
分
で
公
表

す
る
。

議
員　

そ
の
実
現
の
た
め
の

施
策
と
し
て
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う

か
。市

長
公
室
長　

民
間
の
力
と

知
恵
を
借
り
る
こ
と
で
、
分
権

型
社
会
に
適
合
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
組
織
が
で
き
る
。
類
似
団

体
と
比
較
す
れ
ば
、
衛
生
部
門

と
か
教
育
部
門
が
や
や
高
く
感

じ
る
の
で
、
そ
の
部
門
で
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き
る
も
の
は

な
い
か
精
査
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

給
食
調
理
員
に
つ
い

て
、
再
三
民
間
委
託
は
ど
う
か

と
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

当
面
具
体
的

な
計
画
は
な
い
。

議
員　

業
種
内
容
や
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
考
え
方
か
ら

も
、
適
し
た
部
門
だ
と
思
う
。

あ
る
程
度
先
の
見
通
し
を
立
て

目
標
時
期
を
定
め
て
、
実
施
に

向
け
て
早
急
な
着
手
が
必
要
と

思
う
。

適
材
適
所

妊
婦
健
診
を
完
全
無
料
化
へ

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は

素
晴
ら
し
い
環
境
教
育
！

新
病
院
建
設
の
前
に
病
院
改
革
を

吉
永
　
美
子
　
議
員

河
野
　
朋
子
　
議
員

一 般 質 問

山陽小野田市民病院

見事にできた「緑のカーテン」
（高千帆小学校）
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定
額
給
付
金
の
所
得
制
限

議
員　

定
額
給
付
金
は
、
所

得
に
よ
る
支
給
対
象
を
設
け
る

の
か
。

市
長　

制
限
は
設
け
な
い
。

県
内
13
市
の
一
致
し
た
方
針
で

あ
る
。

議
員　

外
国
人
も
対
象
か
。

総
務
部
次
長　

対
象
に
な
る
。

議
員　

支
給
の
手
法
に
は
、

職
員
に
よ
る
手
渡
し
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

市
長　

千
人
の
職
員
が
一
人

30
軒
ず
つ
受
け
持
て
ば
手
渡
し

は
可
能
だ
が
、
ふ
さ
わ
し
い
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

国
へ
の
要
望
事
項
は

な
に
か
。

総
務
部
次
長　

相
当
数
の
職

員
の
手
が
必
要
と
な
る
。
人
件

費
を
国
で
み
る
よ
う
要
望
を
出

す
。中

小
企
業
へ
の
資
金
供
給

議
員　

資
金
繰
り
に
苦
し
む

中
小
企
業
へ
緊
急
保
証
制
度
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長　

平
成
20
年

12
月
15
日
号
の
市
広
報
紙
に
内

容
を
掲
載
す
る
。
単
発
で
は
な

く
、
定
期
的
に
周
知
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

金
融
機
関
に
資
金
供

給
へ
の
配
慮
の
要
請
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　

市
長
の
意

を
受
け
、私
が
お
願
い
に
行
く
。

国
民
健
康
保
険
の

資
格
証
明
書
交
付
へ
の
対
応

議
員　

国
民
健
康
保
険
料
の

収
納
率
向
上
へ
の
努
力
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

市
長
公
室
長　

総
務
省
か
ら

数
日
前
に
、
本
市
の
債
権
対
策

特
別
室
を
全
国
の
事
例
集
に
載

せ
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
収

納
対
策
を
今
後
と
も
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。

議
員　

子
ど
も
の
い
る
世
帯

へ
の
資
格
証
明
書
発
行
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

市
民
福
祉
部
長　

国
の
法
改

正
に
伴
い
、
平
成
21
年
４
月
１

日
よ
り
、
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
に
は
、
短
期
保
険
証
を
交
付

し
た
い
。

　

市
民
と
し
て
議
会
等

の
現
状
を
視
た
い
と
本

会
議
、
委
員
会
を
傍
聴

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

し
か
し
、
期
待
し
て

い
た
よ
り
物
足
り
な
さ

を
感
じ
た
。

　

質
疑
応
答
に
も
っ
と

深
み
が
欲
し
い
の
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、「
み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
事
業
」
に
お

い
て
１
階
と
２
階
は
、

植
物
の
成
長
と
気
温
の

高
く
な
る
季
節
を
考
え

る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
階
で

や
ら
な
け
れ
ば
成
果
あ

り
と
言
え
な
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
市
民
病
院
の

問
題
は
、
全
国
各
地
で

の
話
題
で
も
あ
る
が
、

他
市
に
比
べ
、
近
傍
に

大
病
院
の
多
い
当
市
で

は
、
市
民
に
対
す
る
公

立
病
院
の
位
置
付
け
を

明
確
に
し
、
将
来
像
を

論
じ
る
時
期
で
は
な
い

の
か
。

　

そ
し
て
、
市
の
総
合

計
画
の
進
捗
状
況
報
告

等
も
こ
れ
か
ら
は
議
題

に
あ
が
る
べ
き
事
項
で

あ
ろ
う
。
諸
処
の
事
項

は
、
こ
れ
を
基
に
進
め

ら
れ
る
と
も
言
え
よ
う
。

　

現
状
に
お
け
る
問
題

点
を
明
確
に
挙
げ
、
具

体
的
な
要
望
を
し
、
対

す
る
回
答
は
数
値
、
期

間
等
具
体
的
な
説
明
を

す
る
等
明
確
で
伸
展
性

の
あ
る
論
議
が
欲
し
い
。

　

今
後
の
健
闘
を
期
待

し
た
い
。

　

な
ん
だ
か
お
か
し
い
時
代
！

　

人
と
人
と
の
繋
が
り
、
絆
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
志
を
よ
り
高

く
！

（
伊
藤　

實
）

　

不
景
気
に
よ
り
、
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
毎

日
。
そ
の
上
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
流
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
る

と
共
に
、
活
気
あ
る
山
陽
小
野
田

市
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
福
田
勝
政
）

　

小
学
校
卒
業
時
に
校
長
先
生
か

ら
い
た
だ
い
た
色
紙

『
辛
抱
は
朝
日
待
つ
間
ぞ
雪
の
竹
』

　

夜
明
け
前
予
算
に
光
明
は
射
す

の
か
。

（
好
川
桂
司
）

　

昨
年
の
一
文
字
は
『
変
』
で
し

た
が
、
今
年
は
『
明
』
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　

難
に
あ
っ
た
時
「
賢
者
は
喜
び

愚
者
は
退
く
」
と
あ
り
ま
す
。

　

難
こ
そ
道
を
拓
く
チ
ャ
ン
ス
！

（
吉
永
美
子
）

お　　礼
第 14号　３問クイズの回答
Ｑ１＝ウ　Ｑ２＝イ　Ｑ３＝ア

　多数のご応募、ありがとうご
ざいました。
　今後も、より親しみやすい議
会だよりを目指し、企画・工夫
をしてまいります。

一 般 質 問・ 市 民 の こ え

国
の
新
経
済
対
策
へ
の
対
応
は

正
村
　
昌
三
　
議
員

市民
の

こえ

杉
本　
保
喜 

さ
ん

（
高
千
帆
台
）

編
集
室
よ
り

定額給付金、何に使う？

さんようおのだ議会だより
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